絵本と詩歌にみる人間の災禍と自然 by 渡辺 和子
217
〈研究ノート〉
絵本と詩歌にみる人間の災禍と自然
渡 辺 和 子
東日本大震災による多くの犠牲者には、その何倍もの遺族がいる。その悲
しみは簡単には癒えない。また原発事故によって避難生活を余儀なくされた
人々の苦難もまだまだ続く。巨大な天災と人災を目の当たりにして、またそ
の渦中にあって人間はどうなるのか、何を思うのか、何ができるのか。人間
は、災害や被災に対してどのくらい想像力がもてるのか。どのようにして自
分の問題として取り組めるようになるのか。
今回の震災、津波、原発事故は、多くの日本人だけでなく世界の人々に
も「自らを問い直す」ことを迫った。これまで知らないことがこれほど多く
あったことにも衝撃を受けたが、今になっても、愕然とさせられるような事
実が明らかになり続けている。さまざまな立場からの報道がある中で、多く
の人々の想像力が鍛えられ、より深い思いやりやつながりが生まれてきてい
ることも確信できる。
ここで取り上げる五つの作品は、大災害後の今になって再読すると、より
切実なものとして迫ってくる作品例と思われる。特に人間と自然の関係につ
いて多くを考えさせられる。
1．絵本『ここが家だ―ベン・シャーンの第五福竜丸』
『ここが家だ』（集英社、2006 年）は、アメリカの画家ベン・シャーン
（1898 － 1969 年）の “Lucky Dragon Series” を中心に、日本在住のアメ
リカ人詩人アーサー・ビナード（1967 年－）が日本語の詩を添えて構成し
た絵本であり、第 12 回日本絵本賞を受けている。ベン・シャーンはユダヤ
系リトアニア人の家庭に生まれたが、7 歳の時に家族とともにアメリカに移
住して、画家となった。特に社会的弱者の立場に立って差別や人権侵害など
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の社会問題を題材としたことで知られ
る。“Lucky Dragon Series” は、第五福
竜丸の久保山愛吉さんを主人公とする
15 点の連作である。ただしこの絵本に
は、ビナードによってベン・シャーンの
他の 2 作品も含められている。
「ここが家だ」というのは、大陸でも
島でも船の上でも、人間が暮らす場所
は、人間にとって「家」であるという
意味で、ビナードが題名とした。1954
年 1 月 22 日に、第五福竜丸は 23 人を
乗せてマグロ漁のために焼津港から出発
した。そして 3 月 1 日、マーシャル諸
島の海で操業中に水爆の実験に遭遇した。ビナードの詩の最初の部分を略し
て、まずは真ん中の部分から抜粋する（／は改行の箇所）。
いきなり　西の空が　まっ赤に　もえた。（中略）
5 分がたち　6 分がたって　7 分　8 分……／ドドドーン！
爆発の音がひびいた。
しばらくして　空から　こんどは／白いものが　ふってきた。（中略）
みんなの　上に　何時間も／灰は　ふりそそいだ。
まえから　うわさは　ながれていた。
アメリカが　水爆という　爆弾を　つくって
それを　どこか　南の島で　ためすかもしれないと。
マーシャル諸島の　ビキニ環礁で　3 月 1 日
夜あけまえに　爆発させたのだ。
島に　家をたててすんでいた　ひとびとは
もう　そこには　いられなくなり
まわりの　海も　ぜんぶ　よごされた。／なにしろ　広島で
14 万人をころした　原爆より／ 1 千倍も　大きい　爆弾だ。
第五福竜丸は／スピードをあげて　北へすすみ
まっすぐ　焼津へ　かえることにした。
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その　3 千キロをいくのに／ 2 週間は　かかる。
最初の日から　23 人は／気持ちが　わるくなって
ごはんが　食べられなかった。
2 日めから　頭も　痛くなり／めまいがして　ゲリもした。
3 日めには　顔が　黒くなって／ 5 日めには　腹とか
首とかに　デキモノが……
10 日めになると　髪の毛が／ぞろぞろと　ぬけだした。
空からふった　あの灰には／生きものの　からだを
しずかに　こわしていく／放射能が　たっぷりと／はいっていた。
それでも　無線で／「たすけてくれ」と　たのむと
なにを　されるか　わからない。
もっと　ひどいめに／あわされてしまう　かもしれないのだ。
水爆という　見てはいけなかった／秘密を　見たのだから。
ビナードはこの絵本の解説文のなかで、無線長であった久保山愛吉が爆発
を目撃したときの証言を引用している。「水平線にかかった雲の向こう側か
ら太陽が昇る時のような明るい現象が 3 分くらい続いた」。そして久保山は
軍事機密に遭遇してしまったことを察知して、仲間に大声でいった。「船や
飛行機が見えたら知らせよ。そのときは、すぐに焼津に無線を打ち、自分た
ちの位置を知らせる。そうでなければ無線は打たない」。発信が傍受されれ
ば、自分たちが攻撃目標にされかねないことは分かっていたからである（同
書、53 頁）。
被爆してから 3 月 14 日に焼津に帰還するまでの 2 週間、深刻な症状に見
舞われながらも、乗組員の命を守るために、発信しないという久保山の苦し
い決断も、後世に語り継がれるべきである。3 月 14 日に焼津に帰った彼を
妻と 3 人の娘が待っていた。彼の病状は 8 月になって悪化し、「原水爆の被
害者はわたしを最後にしてほしい」と言い残して 9 月 23 日に亡くなった。
次にビナードの詩の最後の部分を引用する。
ひとびとは　わかってきた―
ビキニの海も　日本の海も　アメリカの海も
ぜんぶ　つながっていること。
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原水爆を　どこで　爆発させても／みんなが　まきこまれる。
「久保山さんのことを　わすれない」と／ひとびとは　いった。
けれど　わすれるのを　じっと／まっている　ひとたちもいる。
ひとびとは　原水爆を／なくそうと　動きだした。
けれど　あたらしい　原水爆を／つくって　いつか　つかおうと
かんがえる　ひとたちもいる。
実験は　その後　千回も／ 2 千回も　くりかえされている。
わすれたころに／またドドドーン！
みんなの　家に／放射能の　雨がふる。
どうして　わすれられようか。／畑は　おぼえている。
波も／うちよせて／おぼえている。／ひとびとも　わすれやしない。
2012 年 1 月 22 日放送の NHK 番組『日曜美術館』で、開催中のベン・
シャーン展が取り上げられたが、その際に絵本『ここが家だ』も紹介され、
ビナードも出演した。彼はこの詩作にあたって多くの調査をしたと語った。
その調査の一端はこの絵本の詩と、絵本に添えられたビナードの解説「石に
刻む線」に生かされている。その解説によると、1954 年 3 月 1 日、マーシャ
ル諸島のビキニ環礁で、アメリカ国防総省が水爆実験を行ったが、その時、
マーシャル諸島の住民だけでなく、米軍が定めた危険区域外の公海で延縄漁
をしていた第五福竜丸も被爆した。その爆発力は広島型原爆の 1000 倍を超
え、きのこ雲は 35 キロメートルの上空まで上った。大量の放射能が、潮流
にのって太平洋を広く汚染し、気流によって北極まで運ばれ、また放射能雨
となって日本全土を含む広範囲に降り注いだ（『ここが家だ』53 頁）。
解説文の最後にビナードは、ベン・シャーンの言葉を引用する。「放射能
病で死亡した無線長は、あなたや私と同じ、ひとりの人間だった。第五福竜
丸のシリーズで、彼を描くというよりも、私たちみなを描こうとした。久保
山さんが息を引き取り、彼の奥さんの悲しみを慰めている人は、夫を失った
妻の悲しみそのものと向き合っている。亡くなる前、幼い娘を抱き上げた久
保山さんは、わが子を抱き上げるすべての父親だ」（同書、55 頁）。ベン・
シャーンの連作のなかに娘を抱く久保山の姿があるが（同書、35 頁）、それ
も「父親代表」として描かれているのであろう。ビナードの詩も、地球上の
すべての人間と地点が無関係にはありえないことを訴えている。
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2.　歌『ザマナイ～時代よ！～』
『ザマナイ』（原詩 U. Esdeudetov、作
曲 T. Muhamedjanov）は、旧ソ連の核実
験を止めた歌である。福島原発事故に関連
して、ヨーロッパにも被害をもたらした
1986 年 4 月 26 日のチェルノブイリ原発
事故について取り上げられることが多い。
しかし旧ソ連時代の核実験の実態とその後
の影響について日本ではまだあまり知られ
ていない。
「ザマナイ」とはテュルク諸語に属するカザフ語で「時代よ」の意味であ
る。2010 年にはカザフ語だけでなく、日本語訳と英語訳のヴァーションも
含めた CD『ザマナイ～時代よ！～』が、「ヒロシマ・セミパラチンスク ･
プロジェクト」（1998 年にセミパラチンスク核被害者支援の目的で結成さ
れた市民団体）によって日本で発売された。その日本語歌詞を記す。
健やかな子らは　なぜ消えた／風になびく髪は　なぜ消えた
心ないしうちよ　Zaman-ai ／ Zaman-ai  Zaman-ai
清き故郷は　なぜ消えた
哀れなるわが大地／数え切れぬ　爆発　閃光に
引き裂かれたわが心よ
父祖の眠る地を壊して／豊かな大地を汚して
罰として苦しみ続けよと
Zaman-ai  Zaman-ai ／カザフの誇りよ　今いずこ
哀れなるわが大地／数え切れぬ　爆発　閃光に
引き裂かれたわが心よ
泉に毒を流すものよ／愛しき子らを奪うものよ
何故ふるさとを貶めるのか／ Zaman-ai  Zaman-ai
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恥じてこの身が地に埋まる
哀れなるわが大地／数え切れぬ　爆発　閃光に
引き裂かれたわが心よ
哀れなるわが大地／数え切れぬ　爆発　閃光に
引き裂かれたわがふるさとよ
この CD に添えられた説明によれば、旧ソ連では、1949 年 8 月 29 日以
後、700回以上の核実験が行われた。そのうちの約500回がカザフスタンで、
そしてその 9 割がセミパラチンスク（現セメイ市）の核実験場で行われた。
1991 年 8 月 29 日に核実験場が閉鎖されるまでに秘密裏に 450 回以上の核
実験（地下 75％、地上 19％、空中 6％）が行われた。その核実験のエネル
ギー総量は、広島原爆の 1100 発分に相当すると推定されている。現地で
「ポリゴン」とよばれる核実験場は、セミパラチンスク市の南西70キロメー
トルの地点から四国ほどの広がりをもつ。およそ 40 年間で数百万人が被爆
した。核実験場周辺では様々なガン、免疫力の低下、新生児の奇形・死亡、
染色体異常、自殺者の増加が認められるという。そして 1989 年にはカザフ
スタンとアメリカの核実験被爆者が連帯して核実験反対運動（ネバダ・セミ
パラチンスク運動）に立ち上がった。それは詩人スレイメノフの告発によっ
て、それまで原因不明の健康被害を受けてきた住民たちが、その原因を知ら
され、怒りを爆発させた。その後、核実験反対のデモ行進や集会は、『ザマ
ナイ』の歌とともにカザフスタン全土に広がった。
2011 年 10 月 19 日に NHK、BS プレミアムで放送された「Amazing 
Voice　驚異の歌声　女たちの地平線～カザフスタン～」のなかで、カザフ
スタンの女性歌手ローザ・リムバエワ（カザフスタン共和国名誉芸術家）が
歌った『ザマナイ』は大きな反響をよんだ。それはローザが日本の取材班の
ために歌ったものであるが、放送のなかで彼女が「今、日本にいっても私は
これを歌う」と言ったことが印象的であった。
「ヒロシマ・セミパラチンスク ･ プロジェクト」は、その活動の一環とし
てカザフスタンからの留学生（高校生）を受け入れているが、留学生の一
人アケルケ・スルタノワが 2000 年に広島で初めて『ザマナイ』を歌い、世
界に広がっていた被爆者の存在を再認識させた。そして日本語訳を加えなが
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ら歌い継がれ、2007 年の「平和の灯火のつどい」でカザフスタンの留学生
たちが歌った。ローザ自身も、すでに 2009 年 8 月 7 日に NHK テレビ番組
「ノーモアヒバクシャ」の中の現地中継で『ザマナイ』を歌った。
2010 年に高橋朋子（歌手 TOMOKO）がスルタノワの訳をもとにして日
本語と英語に訳し、2010 年夏の「平和の灯火のつどい」（主催：広島市女
性団体連絡会議）に招かれて平和公園慰霊碑前で『ザマナイ』をその二ヶ国
語で熱唱した。2010 年 11 月には、ローザが歌うカザフ語版と TOMOKO
が歌う日本語版と英語版が収録された CD の発売が実現した。
ヒロシマ、ネバダ、セミパラチンスク、そしてフクシマへと、大陸と海を
いくども越えながら、放射能汚染現場の悲痛な叫びを分かちあいながら、こ
の歌が再び日本へ戻ってくる。深い悲しみと激しい怒りが表現されたこの歌
詞のなかには、故郷の大地を汚されたことは罰なのかという問いがあるが、
もちろんそうではない。秘密裏に行われた核実験の被害と、「原子力平和利
用」としての原発の事故による被害の間には違いがある。しかし問われるべ
きは、何が違って何が同じかなのであろう。核実験も原発も人間の業であ
る、その被害によって怒り、悲しむのも人間である。問い直しを続けながら
新たな想像力によってつながる人間の可能性を信じたい。
3．歌『いつも何度でも』―『千と千尋の神隠し』の主題歌
宮崎駿監督『千と千尋の神隠し』（2001 年公開）の主題歌『いつも何度で
も』を取り上げる。覚和歌子の詩に木村弓が作曲し、自ら歌っている（CD:
『アニメーション映画「千と千尋の神隠し」主題歌　いつも何度でも／テー
マ　いのちの名前』歌：木村弓、プロデュース：久石譲、ジャケット監修：
宮崎駿）。
呼んでいる　胸のどこか奥で
いつも心踊る　夢を見たい
かなしみは　数えきれないけれど
その向こうできっと　あなたに会える
繰り返すあやまちの　そのたび　ひとは
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ただ青い空の　青さを知る
果てしなく　道は続いて見えるけれど
この両手は　光を抱ける
さよならのときの　静かな胸
ゼロになるからだが　耳をすませる
生きている不思議　死んでいく不思議
花も風も街も　みんなおなじ
呼んでいる　胸のどこか奥で
いつも何度でも　夢を描こう
かなしみの数を　言い尽くすより
同じくちびるで　そっとうたおう
閉じていく思い出の　そのなかにいつも
忘れたくない　ささやきを聞く
こなごなに砕かれた　鏡の上にも
新しい景色が　映される
はじまりの朝の　静かな窓
ゼロになるからだ　充たされてゆけ
海の彼方には　もう探さない
輝くものは　いつもここに
わたしのなかに　見つけられたから
よく知られた主題歌であるが、この歌詞が『千と千尋の神隠し』の内容と
どう関係するのか深く考える人はあまりいないようである。実際のところ、
この主題歌は『千と千尋の神隠し』のために作られたのではなく、実現しな
かったアニメ『煙突描きのリン』のために宮崎駿から依頼されて木村弓が作
曲したものであるという。そのアニメは「震災後の東京を舞台に、大阪から
やってきたリンが風呂屋に住み込み、煙突に絵を描くという話」である（ジ
ブリ美術館に展示されたプロット情報による）。「リン」という名や「風呂
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屋」という設定が『千と千尋の神隠し』と共通するが、その他の内容がどこ
まで共通するかはわからない。しかし「震災後」という設定を知ると「こな
ごなに砕かれた鏡」という言葉も納得できる。
「その向こう」「さよならのとき」「ゼロになるからだ」「死んでいく不思議」
「閉じていく思い出」など、「死」を強く思わせる言葉がちりばめられている
が、同時に「いつも心踊る夢を見たい」「この両手は光を抱ける」「静かな胸」
「新しい景色が映される」「輝くものはいつもここにわたしのなかにみつけら
れたから」など、新しい世界、あるいは死んだ後の新しい生への輝く希望も
歌われている。おそらく震災の犠牲者として死を迎えながら、その死を自ら
超えてゆく心情なのであろう。
「繰り返すあやまちの　そのたび　ひとは／ただ青い空の　青さを知る」
という歌詞は、人間の矮小さと自然の偉大さを対比させているかのようであ
る。また、「生きている不思議　死んでいく不思議／花も風も街も　みんな
おなじ」という歌詞は、人間も人工物も自然も同じようにうつろい行くこ
と、そしてそれらすべてが不思議であることを歌っている。また、それらは
同じように光り輝くものでもある。
4．パール・バック『つなみ－ The Big Wave―』
The Big Wave（1947 年）はアメリカに生まれ、中国で育ったノーベル
賞作家パール・S. バック（1892－1973 年）
の短編小説であるが、彼女の意図で北斎と広
重の版画が挿絵として入っていた。邦訳本
は、多くの絵本の絵を描いている黒井健が絵
を添えて 1988 年に出版された（『THE BIG 
WAVE―大津波―』北面ジョーンズ和子ほか
訳、株式会社トレヴィル）が、2005年に『つ
なみ―THE BIG WAVE―』として径書房か
ら復刊された。
この物語は、パール・バックが日本の海辺
の丘の中腹に住んでいたときに津波があり、
浜辺の漁村が流されたという体験をもとにし
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ている。
漁師の息子であるジヤは、農家の息子である友人のキノの家族と一緒にい
るときに津波が襲い、ジヤは一瞬にして家と家族を失う。ジヤの今後を心配
するキノに、その父親がいう。
「もう一人息子が欲しいといつも思うとった。ジヤがその息子じゃ。あ
いつがここの息子だと思うようになった時こそ、何が起こったか話して
やれる時じゃ。」（中略）
「ジヤはもう二度と幸せになれんような気がする。」
とキノは悲しそうに言いました。
「いや、いつかなる。『生は死より強し』だ。ジヤが目を覚ましたら、あ
いつはもう二度と幸せになれんと思うだろうし、泣いて泣いて泣き続け
るじゃろう。泣かせておいてやることじゃ。じゃが、いつまでも泣ける
もんじゃない。二、三日もすれば、泣き続けるのはやめて、時々しか泣
かんようになる。じっと悲しそうに座って黙りこくっているようにな
る。そうっとしておいてやって、無理に話させるようなことはせんこと
じゃ。（中略）」
「ジヤが父ちゃんや、母ちゃんや、兄ちゃんのこと、忘れられるわけが
ねえ！」
キノが叫びました。
「忘れられんじゃろうし、忘れちゃいかん。ジヤの父ちゃんたちは生き
ていた時とおなじように、死んでもジヤの中で生きとるんじゃ。いつか
ジヤはみんなが死んだということを、ジヤの一生の一部分として受け止
める時がくる。その時にはもうめそめそせずに、みんなあのことを思い
出として心の中にとどめる、ジヤの血には、父ちゃんや母ちゃんや兄
ちゃんの血が流れとる。ジヤが生きとる限り、ジヤの父ちゃんたちもジ
ヤの中で行き続けるんじゃ。津波がやって来たが、もう、行ってしもう
た。又お陽さんが照り、鳥が歌い、花が咲く。ほれ、海を見てみろ！」
ジヤはその後、自ら決断してキノの家で暮らすことにする。やがてキノの
妹セツと結婚して、かつて自分の家があった場所に家を建て、漁師として海
辺に住んで海と向き合って生きてゆくことになる。
絵本と詩歌にみる人間の災禍と自然
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5．詩「1000 の風」
最後に南風椎（はえ・しい）による作者
不詳の詩の翻訳に、多くの美しい写真をそ
えて出版された本『あとに残された人へ　
1000 の風』（三五館、1995 年）から、その
訳詩を紹介したい。後に新井満がこの訳詩
を少しだけ変えて曲をつけ、『千の風になっ
て』として自ら歌い、また他の歌手も歌っ
て有名になったが、残念ながら新井満の訳
詩には剽窃の疑いがある（http://blog.greet-
ings.jp/?eid=98 ～ http://blog.greetings.
jp/?eid=141 の一連の記事を参照されたい）。
南風の訳詩は以下の通りである。
私の墓石の前に立って　涙を流さないでください。
私はそこにはいません。
眠ってなんかいません。
私は 1000 の風になって　吹きぬけています。
私はダイアモンドのように　雪の上で輝いています。
私は陽の光になって　熟した穀物にふりそそいでいます。
秋には　やさしい雨になります。
朝の静けさのなかで　あなたが目ざめるとき
私はすばやい流れとなって　駆けあがり
鳥たちを　空でくるくる舞わせています。
夜は星になり、私は、そっと光っています。
どうか、墓石の前で　泣かないでください。
私はそこにはいません。
私は死んでないのです。
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この原詩は、1980年代に、南風が両親を亡くして間もない頃、友人のデー
ブ・スペクターが、アメリカの新聞の「アン・ランダースのコラム」に紹介
されている作者不詳の詩 “A THOUSAND WINDS” を見せてくれたという。
そして南風は 1990 年にそれを日本語に訳し、そして 1995 年に上記の本と
して出版した。この本の最後には次の原詩も添えられている。
A THOUSAND WINDS
Do not stand at my grave and weep,
I am not there, I do not sleep.
I am a thousand winds that blow;
I am the diamond glints on snow.
I am the sunlight on ripened grain;
I am the gentle autumn’s rain.
When you awake in the morning hush,
I am the swift uplifting rush
Of quiet in circled flight.
I am the soft star that shines at night.
Do not stand at my grave and cry.
I am not there; I did not die.
人間は命ある者として自然の一部であり、自然の恵みを受けて生きてい
る。しかし自然の猛威に苦しみ、自らの自然破壊行為によっても苦しむ。上
記の五作品から、人間と自然は分かちがたいことが感じられる。人間は死
後、森羅万象に姿を変えて存在し続けるという考えも、宗教の枠を超えて多
くの人々の共感をよんでいる。人間の苦難と悲嘆が、国境も時代も超えて通
じ合うことを実感できるようになった今、時間と空間、人間と自然、そして
生と死のそれぞれの境を超越する関係性について、さらに考えていきたい。
そしてあやまちを繰り返すたびに知る空の青さが続くことを願う。
